



























































































































































































































題　目： 「Developing an ICT-based System to Support Care-dependent Older Persons to Continue to Live in Their 
Own Homes; User Interface Evaluation」
著　者：Kazutoshi FURUKAWA（分）・Shin’ichi TSUMORI










題　目： 「Developing an ICT-based System to Support Care-dependent Older Persons to Continue to Live in Their 
Own Homes: User Interface Evaluation」 
報告者：古川和稔（分）












































































































































































































































































































































会　場：世田谷区役所第 1 庁舎 庁議室
参加者：世田谷区職員
成　果：区内3か所の母子生活支援の施設長から施設の強み、施設のあり方今後の展望について議論した。
アセスメントシートを活用した保育所における当事者主体の支援研修（児童福祉研修ステップ3）の予定⑤
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日　程：2020年2月21日
会　場：代田区民センター
担当者： 森田明美（分）・上田美香（客）・我謝美佐子（客）・小林恵一（客）
参加予定者：世田谷区公立保育園の園長・副園長・主任等　ユニット講師4名
「シンポジウム開催」
日　程：2020年2月21日
会　場：世田谷区代田区民センター
担当者：森田明美（分）・上田美香（客）・我謝美佐子（客）・小林恵一（客）
参加者：世田谷区職員（子ども家庭支援センター、区立保育所園長、保育課）、保育所関連　者
成　果： アセスメントシートを活用した当事者主体の支援についての研究報告および世田谷区子ども家庭福祉関係
者との意見交換会
「震災から9年、子ども・若者支援を考える」①
日　程：2020年2月29日
会　場：仙台レインボーハウス
担当者：森田明美（分）・清水冬樹（客）
参加者：52名（東北関係者10名、市民40名）
成　果： 震災時に必要とされる子ども支援のあり方について、森田が子どもの権利を基盤として議論と実践を展開
していく意義について提起した。
「震災から9年、子ども・若者支援を考える」②（新型コロナウィルスの感染拡大防止のため延期）
日　程：2020年3月4日
会　場：衆議院議員会館
担当者：清水冬樹（客）・森田明美（分）・尹暁珊（RA）・麗麗（RA）
参加者：52名（東北関係者2名、被災地の若者たち8名、ユニット2名、市民20名）
成　果： 震災から10年を目前として、子ども・子育て家庭の様々な課題が見え始めた中で、長期的な支援の必要性
について、研究者・当事者の双方から提起がなされた。また、10年を期に復興庁では震災に関する記念誌
の発行を企画しているようで、その示し方について協議を行った。
世田谷区との連携　（スーパービジョン開催）　
日　程：2019年度6回実施（6月・8月・9月・12月・1月・3月） 今年度にあと1回（3月）実施予定
会　場：パルメゾン上北沢  
担当者：小林　恵一（客）
参加者：バルメゾン上北沢職員　
成　果： 施設における母子家庭支援について当事者主体の取り組みを進めるためのスーパービジョンを展開し、支
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援力を高めることができた。
論文・学会発表等
（学会）
題　目：「中国における保育制度の変遷に関する研究～人口政策の変化の視点から～」 
報告者：尹暁珊（RA）
学　会：子どもの権利条約総合研究所　2019年度研究総会
日　程：2019年5月19日
成　果： 中国保育制度の展開のプロセスのなか、人口政策が保育制度とどのように関わってきたかを明らかにし、こ
れに基づき報告を行った。
（学会）
題　目： 子ども家庭福祉学会20周年記念：子ども家庭福祉における子ども・家庭・保護者の位置づけ 
　～家庭依存体制からの脱却と新たな公共システムの創生をめざして～ 
　「自己決定と家庭依存がもたらした子どもの困難―自治体子ども支援と10代親支援を中心に」
報告者：森田明美（分）
学　会：子ども家庭福祉学会
日　程：2019年10月6日
成　果：  日本の子どもと家庭の抱える問題への、子ども支援と子育て支援政策の歴史的な取り組みの分析と課題に
ついて自治体での取り組みについて報告をし、討議に参加した。
（学会）
日　程：2020年2月24 ～ 2月26日（新型コロナウィルスの感染拡大防止のため延期）
会　場：韓国釜山大学
参加者：森田明美（分）・朴　志允（客）・尹暁珊（RA）
成　果：インクルーシブ政策確立のための国際議論―東アジアの少子化問題解決法案の模索について議論を行う予定。
